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藤 田 まこと

地
域
の
皆
さ
ま
、

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

青
森
市
議
会
議
員

に
初
当
選
以
来
早
や

三
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
活

動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ご
協
力
と
ご

支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
度
四
回
開
催
さ
れ
た
、
青

森
市
議
会
定
例
会
で
の
一
般
質
問
、
予
算
・

決
算
委
員
会
の
質
問
を
ま
と
め
ま
し
た
。

一
年
間
の
議
会
報
告
だ
よ
り
を
ま
と
め
、

主
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
。ご
覧
頂
き
、

ご
意
見
を
賜
れ
ば
幸
い
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
地
域
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

今
後
と
も
地
域
の
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
よ

う
、
小
さ
な
事
を
積
み
重
ね
活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
お
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

青
森
市
議
会
議
員　
　
　

 

　

 

藤

田 

ま
こ

と　

期限迫る　風しんワクチン接種補助事業

対 象 者　妊娠予定者又は希望する者、妊婦の夫及び
　　　　　同居家族
　　　　　平成２年４月１日以前に生まれた方

助成内容　風しん抗体検査費用      　上限　５千円
　　　　　風しんワクチン接種費用   上限　９千円

（必ず先に抗体検査を行い、抗体が低く必要な方のみ助成）

助成期間  平成２６年３月末の本年度中、１回だけ

　※詳しいことは、健康づくり推進課（７４３－６１１１）まで

期限迫る　風しんワクチン接種補助事業

対 象 者　妊娠予定者又は希望する者、妊婦の夫及び
　　　　　同居家族
　　　　　平成２年４月１日以前に生まれた方

助成内容　風しん抗体検査費用      　上限　５千円
　　　　　風しんワクチン接種費用   上限　９千円

（必ず先に抗体検査を行い、抗体が低く必要な方のみ助成）

助成期間  平成２６年３月末の本年度中、１回だけ

　※詳しいことは、健康づくり推進課（７４３－６１１１）まで

・議会運営委員会委員

・総務企画常任委員会委員

・雪対策特別委員会委員

・自動車運送事業運営審議会委員

・議会広報広聴委員会委員

青森市議会所属委員会

平成２６年度
予 算 要 望

■新田地区の洪水対策について

■
富田旧工業高校野球グラウンド跡地の市道沿いに

　雪寄せ場の用地確保

平成２５年第４回定例会

主な議案― 災害復旧費・消費税増税に伴う使用料・手数料の改定

主な議案は８月、９月の豪雨による災
害復旧工事費と消費税が５％から８％に
引き上げられることから、使用料・手数
料の引き上げを行う議案が提案された。

消費税引き上げに伴う改正は、主に特別
会計に係るものです。各種証明書（住民
票・印鑑証明書等）の発行手数料引き上
げは見送られました。

◇全議案可決◇



恒
久
的
な
雪
対
策
に
つ
い
て

１
．河
川
水
を
利
用
し
た
簡
易
流

　

雪
溝
に
つ
い
て

沖
館
川
、
新
城
川（
通
称
新
田
川
）等
の

河
川
水
、ま
た
は
消
火
栓
の
水
を
利
用
し
、

既
存
の
側
溝
に
流
す
簡
易
型
流
雪
溝
の

利
用
が
可
能
か
質
問
し
た
。

答
弁　

既
存
の
道
路
側
溝
は
幅
が
３０
～

４０
㎝
で
流
雪
溝
と
は
構
造
が
違
い
、
側
溝

へ
の
投
雪
に
よ
る
道
路
冠
水
が
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
る
の
で
困
難
。

２
．側
溝
で
の
地
熱
利
用
の
簡
易

　

融
雪
溝
つ
い
て

側
溝
に
投
雪
す
る
事
に
よ
り
、
側
溝
内

で
雪
が
溶
け
て
い
る
事
か
ら
、
側
溝
の
更

新
工
事
を
す
る
時
、
通
常
よ
り
深
い
側
溝

を
設
置
し
て
、
冬
期
間
の
融
雪
に
使
用
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
事
か
ら
質
問
し
た
。

（
夏
期
間
は
ポ
ン
プ
を
利
用
し
、雨
水
が
滞

留
し
な
い
よ
う
に
す
る
）

答
弁　

地
下
熱
を
利
用
し
て
融
雪
す
る

場
合
、
地
下
１５
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ボ
ー
リ
ン

グ
を
し
て
採
熱
す
る
必
要
が
あ
り
、
通
常

よ
り
深
い
側
溝
を
設
置
し
た
だ
け
で
は
必

要
な
熱
量
は
確
保
で
き
な
い
の
で
困
難
。

こ
れ
ま
で
の
雪
対
策
の
質
問

沖
館
川
、
新
城
川
周
辺
に
恒
久
的
な

雪
対
策
と
し
て
の
流
・
融
雪
溝
を
求
め

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
新
田
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
処
理
水
の
融
雪
利
用
に
つ
い
て
、

水
量
が
足
り
な
い
の
で
出
来
な
い
の
と

答
弁
。
水
量
は
少
な
く
て
も
当
面
新
田

地
区
だ
け
で
の
利
用
を
訴
え
た
が
取
り

入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
将
来
へ
の

利
用
計
画
に
組
み
入
れ
る
よ
う
訴
え
て

き
ま
し
た
が
実
現
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
道
の
側
溝
整
備
も
油
川
以
北

で
設
置
さ
れ
て
い
る
流
雪
溝
が
設
置
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
地
区
の
恒
久
的
な
雪
対
策
の
一

つ
、
流
・
融
雪
溝
は
現
状
で
は
不
可
能

と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
富
田
１
丁
目

の
工
業
グ
ラ
ン
ド
跡
地
の
雨
水
ポ
ン
プ

場
は
設
置
さ
れ
ま
す
が
、
雪
対
策
へ
の

利
用
は
考
慮
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。

※

富
田
地
区
の
農
業
用
水
の
ポ
ン
プ
場

と
見
ら
れ
る
、
古
い
ポ
ン
プ
場
の
廃

屋
を
ガ
ー
ラ
タ
ウ
ン
北
側
の
新
城
川

付
近
に
見
つ
け
ま
し
た
。
新
田
・
沖

館
地
区
は
地
球
環
境
の
変
化
な
の
か
、

満
潮
時
の
洪
水
が
多
発
し
て
い
る
こ

定
例
会
の
主
な
一
般
質
問

定
例
会
の
主
な
一
般
質
問

平
成
25
年
第
１
回
定
例
会

平
成
25
年
第
１
回
定
例
会

と
か
ら
、
ガ
ー
ラ
タ
ウ
ン
及
び
線
路

周
辺
以
外
は
流
雪
溝
は
困
難
と
思
わ

れ
ま
す
。
当
面
洪
水
対
策
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
予
算
に
調
査
費
の
要
望

新
年
度
予
算
に
河
川
水
を
利
用
し
た

流
・
融
雪
溝
の
設
置
可
能
性
調
査
（
既
存

の
側
溝
を
利
用
し
た
簡
易
流
・
融
雪
溝

の
実
験
予
算
）を
要
望
し
た
が
、一
般
質
問

で
の
答
弁
の
通
り
で
実
施
困
難
と
の
こ

と
で
し
た
。

予
算
委
員
会
で
の
質
問
と
要
望

１
．青
森
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
の

職
員
の
解
雇
問
題
に
つ
い
て

２
．油
川
市
民
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

制
度
に
つ
い
て

３
．重
度
心
身
障
が
い
者
移
動
支
援（
タ
ク

シ
ー
券
等
）対
策
事
業

４
．給
与
削
減
に
つ
い
て

５
．住
民
か
ら
の
意
見
に
つ
い
て

ー
要
望
ー

○
危
険
家
屋
に
つ
い
て
（
片
屋
根
へ
の
雪

止
め
の
設
置
）

○
庁
舎
に
つ
い
て（
改
修
へ
の
考
え
）

○
特
別
支
援
学
校
へ
の
支
援
体
制
に
つ

い
て

○
学
校
の
窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
対
策

の
フ
ィ
ル
ム（
避
難
経
路
へ
の
対
策
）

○
国
道
７
号
バ
イ
パ
ス
か
ら
新
青
森
駅
東

口
の
進
入
に
つ
い
て（
除
雪
の
徹
底
）

融雪側溝図面
平面図

縦断図

投雪口 止水部

止水板



交
差
点
か
ら
、
新
田
の
コ
ン
ビ
ニ
ま
で
広

範
囲
に
冠
水
し
交
通
止
め
と
な
り
ま
し

た
。
周
辺
を
調
査
、
そ
の
要
因
は
地
域

の
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
通
り
満
潮
時
新
城

川
へ
の
自
然
流
下
が
で
き
ず
、
富
田
３

丁
目
の
一
部
・
４
丁
目
、
新
田
地
区
の

雨
水
が
集
中
す
る
た
め
で
す
。
満
潮
時

の
道
路
冠
水
、
床
上
浸
水
を
防
止
す
る

に
は
、
新
田
浄
化
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る

排
水
路
か
、
そ
の
上
流
地
域
に
富
田
ポ

ン
プ
場
と
同
じ
様
に
排
水
ポ
ン
プ
を
整

備
す
る
の
が
良
い
の
で
は
と
思
っ
て
い

ま
す
。

１
．
洪
水
・
土
砂
災
害
対
策
に

　

つ
い
て

近
年
、
局
地
的
な
集
中
豪
雨
が
多
く
、

全
国
で
氾
濫
被
害
が
で
て
い
る
の
で
、

青
森
市
の
対
策
を
質
問
し
た
。

大
雨
警
報
及
び
洪
水
警
報
や
土
砂
災

害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、
全

庁
の
「
警
戒
配
備
体
制
」
に
よ
り
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
災
害
が
予
見
さ
れ

る
場
合
「
避
難
準
備
情
報
」
を
発
令
、

被
害
が
想
定
さ
れ
る
区
域
に
対
し
「
避

難
勧
告
」
等
を
発
令
し
避
難
所
を
開
設

す
る
。
さ
ら
に
危
険
性
が
高
ま
れ
ば
「
避

難
指
示
」
を
発
令
し
、
速
や
か
に
避
難

を
呼
び
か
け
る
。

　

危　

険　

度　

→　

大

避
難
準
備
情
報
→
避
難
勧
告
→
避
難
指
示

除
排
雪
に
つ
い
て

平
成
２４
年
度
の
除
排
雪
費
と
除
排
雪

費
が
増
大
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
そ
の

実
感
が
な
い
の
で
質
問
し
ま
し
た
。

答
弁　

平
成
２４
年
度
の
除
排
雪
経
費
に

つ
い
て
は
、
決
算
見
込
み
額
で
約
４１
億
２

千
４
百
万
円
と
な
り
、
平
成
２３
年
度
の
約

３４
億
４
千
９
百
万
円
を
約
６
億
７
千
５

百
万
円
上
回
り
、
こ
れ
ま
で
の
最
高
額

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

除
排
雪
に
つ
い
て
、
市
が
直
接
管
理

す
る
除
排
雪
も
取
り
入
れ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
弁　

市
の
直
営
に
よ
る
除
排
雪
作
業

班
の
編
成
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
が
、
矢
田
道
路
補
修
事
務
所
の
シ
ョ
ベ

ル
ロ
ー
ダ
ー
１
台
に
つ
い
て
は
、
地
域
的

な
制
約
は
あ
る
も
の
の
、
屋
根
雪
落
下

や
吹
溜
り
の
処
理
な
ど
の
緊
急
時
に
お

い
て
有
効
的
な
活
用
が
で
き
る
の
か
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
新
田
地
区
の
洪
水
に
つ
い
て

９
月
１５
日
～
１６
日
に
か
け
て
の
大
雨
で
、

フ
ェ
リ
ー
へ
の
立
体
橋
と
国
道
２
８
０
号

平
成
25
年
第
３
回
定
例
会

平
成
25
年
第
３
回
定
例
会

※

特
別
警
報
が
気
象
庁
か
ら
発
令
さ
れ
た

場
合
は
「
た
だ
ち
に
命
を
守
る
行
動
」
を

と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
１
．
情
報
管
理
に
つ
い
て

神
奈
川
県
逗
子
市
で
の
ス
ト
ー
カ
ー

殺
人
事
件
の
発
生
は
、
自
治
体
か
ら
個

人
情
報
が
漏
洩
し
た
可
能
性
が
大
き
い

こ
と
が
要
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
青
森

市
で
の
情
報
管
理
の
在
り
方
を
質
問
し

た
。

答
弁　

情
報
の
一
元
管
理
に
つ
い
て
は
、

青
森
市
個
人
情
報
保
護
条
例
及
び
地
方

公
務
員
法
の
秘
密
を
守
る
義
務
等
の
規

定
に
よ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
部
局
に
お
い
て
、

法
令
を
遵
守
し
、適
切
に
対
応
し
て
い
る
。

と
し
、
自
信
を
見
せ
た
。

情
報
が
万
が
一
に
も
漏
洩
し
な
い
よ

う
に
、
職
員
が
緊
張
感
を
持
っ
て
職
務

に
当
た
れ
る
よ
う
求
め
た
が
、
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
に
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
設
置

し
て
も
、
メ
リ
ッ
ト
に
見
合
う
合
理
的

な
負
担
・
コ
ス
ト
で
な
い
と
言
明
し
た
。

所
見
：
青
森
市
の
方
針
は
、
法
令
を
遵

守
し
て
い
れ
ば
情
報
漏
洩
は
発
生
し

な
い
と
の
考
え
方
の
よ
う
で
、
発
生

し
な
い
の
だ
か
ら
、
記
録
を
撮
る
必

要
が
な
い
と
の
解
釈
で
す
。

２
．
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染  

　

拡
大
防
止
対
策
に
つ
い
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
時
期
で
す
の
で
、

感
染
し
な
い
、
周
り
に
感
染
さ
せ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
、
こ
の
病
気
の
予
防

対
策
を
再
確
認
す
る
た
め
質
問
し
ま
し

た
。

答
弁　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
い
っ
た
ん

流
行
が
始
ま
る
と
、
短
期
間
で
多
く
の

方
へ
感
染
が
拡
が
る
こ
と
や
、
子
供
や

高
齢
者
な
ど
重
症
化
す
る
場
合
も
あ
る

た
め
特
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
流
行
期
に
備
え
、
一
人

ひ
と
り
の
感
染
予
防
や
、
罹
患
し
た
と

き
に
は
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る

こ
と
、
発
症
後
３
日
か
ら
７
日
間
は
ウ

イ
ル
ス
を
排
出
す
る
事
か
ら
、
周
り
の

方
に
う
つ
さ
な
い
た
め
の
注
意
点
等
に

つ
い
て
、
き
め
こ
ま
か
な
周
知
に
努
め

て
参
り
た
い
。

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
発
病
す
る
可

能
性
を
低
減
さ
せ
る
効
果
や
重
症
化
の

予
防
に
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
国
が

定
め
た
定
期
接
種
の
対
象
者
で
あ
る
６５

歳
以
上
の
方
や
、
６０
歳
以
上
で
心
臓
や
腎

臓
・
呼
吸
器
・
免
疫
障
害
の
内
部
傷
害

１
級
の
方
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
。

平
成
25
年
第
４
回
定
例
会

平
成
25
年
第
４
回
定
例
会

平
成
25
年
第
２
回
定
例
会

平
成
25
年
第
２
回
定
例
会
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平
成
25
年
第
１
回
定
例
会
（
３
月
議
会
）

恒
久
的
な
雪
対
策
に
つ
い
て

１
．河
川
水
を
利
用
し
た
簡
易
流
雪
溝
に
つ
い
て

２
．側
溝
で
の
地
熱
利
用
の
簡
易
融
雪
溝
つ
い
て

３
．浪
岡
不
燃
物
処
分
場
の
二
次
調
査
の
進
捗
状
況

４
．宅
地
分
譲
に
つ
い
て
（
富
田
３
丁
目
の
工
業
高
校
跡

地
の
分
譲
地
の
課
題
）

５
．町
名
変
更
に
伴
う
手
続
き
の
簡
素
化
に
つ
い
て

６
．生
活
保
護
制
度
に
お
け
る
扶
養
能
力
調
査
の
目
的
と

手
法
に
つ
い
て

◇
こ
れ
ま
で
の
雪
対
策
の
質
問

◇
新
年
度
予
算
に
調
査
費
の
要
望

予
算
委
員
会
で
の
質
問
と
要
望

●
青
森
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
の
職
員
の
解
雇
問

題
に
つ
い
て

●
油
川
市
民
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

●
重
度
心
身
障
が
い
者
移
動
支
援

　

（
タ
ク
シ
ー
券
等
）対
策
事
業

●
給
与
削
減
に
つ
い
て

●
住
民
か
ら
の
意
見
に
つ
い
て

ー
要
望
ー

○
危
険
家
屋
に
つ
い
て（
片
屋
根

　

へ
の
雪
止
め
の
設
置
）

○
庁
舎
に
つ
い
て（
改
修
へ
の
考
え
）

○
特
別
支
援
学
校
へ
の
支
援
体
制
に
つ
い
て

○
学
校
の
窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
対
策
の
フ
ィ
ル
ム
（
避

難
経
路
へ
の
対
策
）

○
国
道
７
号
バ
イ
パ
ス
か
ら
新
青
森
駅
東
口
の
進
入
に

つ
い
て（
除
雪
の
徹
底
）

平
成
25
年
第
２
回
定
例
会
（
６
月
議
会
）

１
．情
報
公
開
に
つ
い
て

　

⑴
行
政
文
書
の
開
示
請
求
に
つ
い
て

　

⑵
体
制
に
つ
い
て

２
．水
道
部
の
裁
判
に
つ
い
て

　

⑴
裁
判
の
進
行
状
況
に
つ
い
て

３
．除
雪
に
つ
い
て

　

⑴
昨
年
度
の
除
排
雪
費
が
増
大
し
た
理
由

　

⑵
機
材
の
直
営
管
理
に
よ
る
除
排
雪
体
制
の
確
立

　

⑶
普
通
交
付
税
に
除
雪
費
と
し
て
算
入
さ
れ
た
額
は

い
く
ら
か

◇
市
独
自
に
予
防
接
種
を
し
な
い
理
由

予
算
委
員
会
で
の
質
問
と
要
望

●
流
・
融
雪
溝
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

●
津
波
対
策
に
つ
い
て（
海
抜
表
示
の
設
置
に
つ
い
て
）

●
情
報
公
開
に
つ
い
て

●
公
園
の
街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
取
り
替
え
に
つ
い

て
ー
要
望
ー

○
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
の
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
専
用
P
C
の

配
置
に
つ
い
て

平
成
25
年
第
３
回
定
例
会
（
９
月
議
会
）

◇
新
田
地
区
の
洪
水
に
つ
い
て

１
．
洪
水
・
土
砂
災
害
対
策
に
つ
い
て

２
．
下
水
道
に
つ
い
て

３
．
市
営
住
宅
に
つ
い
て

　
　

○

ポ
イ
ン
ト
方
式
に
つ
い
て

　
　

○

公
開
抽
選
方
式
に
つ
い
て

平
成
25
年
第
４
回
定
例
会
（
１２
月
議
会
）

１
．
情
報
管
理
に
つ
い
て

２
．
建
物
が
建
設
で
き
な
い
宅
地
に
つ
い
て

３
．
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
つ
い
て

４
．
市
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

予
算
委
員
会
で
の
質
問
と
要
望

●
学
校
給
食
費
、
保
育
料
の
未
納
に
つ
い
て

●
下
水
道
使
用
料
の
徴
収
と
収
納
対
策
に
つ
い
て

●
緊
急
減
災
・
防
災
事
業
債
に
つ
い
て

●
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

ー
要
望
ー

○
ホ
タ
テ
ガ
イ
母
貝
確
保
に
つ
い
て

○
小
中
学
校
の
暖
房
用
燃
料
費
の
確
保
に
つ
い
て

( 予算委員会での質疑）
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